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も含めて配布する予定である。
　また、同時に今回のフィードバックについて学
生・教員にアンケートなどを通して評価を行い、
到達度の導出方法および表現方法に問題があれ
ば、改善を行う。
　システムの完成後はシステムを公開し、他の高
等教育機関の協力を得てフィードバックなどを得
る予定である。それには各教育機関の成績データ、
学習成果、カリキュラムマップなどを扱えるよう
にする必要がある。しかし、今回本学だけでもカ
リキュラム変更やクラスによる選択科目があるな
ど、とても複雑となった。そのため、各教育機関
でも容易に適用できるように各データの表現方法
は慎重に設計する必要がある。
　さらに、システムがある程度完成した時点で運
用方法などの改善、およびマニュアルの整備を行
う予定である。
　本システムを利用することで、学生に自己効力
感を得てもらい、授業への取り組みを活発なもの
として、将来を見据えた学生生活を送ってもらう
ことができると思われる。また、本システムでは、
前述の通りオープンソースによるシステムを構築
